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鳴門海峡のうずしお

わかめ、金時いも、たい、ちくわなど、鳴門
の特産物

ドイツ館などの歴史をつたえるたてもの

山やたんぼの風景

島々などの海辺のけしき

大麻山自然公園などのゆたかな自然

四国巡礼の札所や撫養街道などの歴史あ
るまちなみ

レンコン畑やさつまいも畑の風景

ゆったりながれる新池川

とくにない

そのほか

小学生

中学生

高校生
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そのほか

ものやエネルギーを大切にするまち

歴史、文化をいかしたうるおいのあるまち

リサイクルのさかんなまち

うつくしいまちなみ、風景のあるまち

空気のきれいなまち

こどもからおとなまで、みんなで環境をまもるまち

魚などのたべものや水がおいしいまち

買い物や交通が便利でにぎやかなまち

野生の生きものがいるなど自然がたくさんあるまち

みどりがたくさんあるまち

海や川の水がきれいなまち

（人）

　「50年先のなるとはどんなまちになってほしい？」という質問では、“海や川の水がきれいなまち”と

こたえる人が一番たくさんいました。

こんなことならできるよ！
　「環境をよくするためにできそうなこと」で一番多かったのは「電気をつ

けっぱなしにしない」でした。みんなは、どんなことやっているかな？

　さむ～いきせつ。旧吉野川やウチノ海にたくさんのカモ

たちがやってきます。どんなカモがいるかな。おどかさ

ないように、そっと見てみよう。

どこからくるの？
　何千キロもはなれた遠いシベリアから、冬をすごしに

きてるんだ。

どうやって見わけるの？
　羽や目の色、くちばしの形や色が見わけるポイント。

オスはどの種類もカラフルでおしゃれだから、見わけや

すいよ。

なにをたべてるの？
　水草や水の底にすんでいるエビやカニ、水の中のプラ

ンクトンなど、種類によってたべるものはいろいろ。

① カ モ

『海や川がきれいなまちがいいな！』

“うずしお”は鳴門の自慢！

オナガガモは、おばねが長くて首が
白いスマートなカモ。よく頭を水の
中につっこんでさか立ちして、水ぞ
この水草などをさがしてるよ。

　なるとの自慢として、うずしおが一番多くえらばれました。

それ以外には、「なるとの花火」、「いなかなのがいい」、「もっとじまんできるものをふや

したい」などの意見がありました。
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電気をつけっぱなしにしない

ごみをポイ捨てしない

ものを大切につかう

空きかんやペットボトルなどのリサイクル

買い物には買い物袋をもっていく

いきものや環境について調べる

環境について、友達や先生、家族とはなす

そのほか

回答なし

小学生

中学生

高校生

ヒドリガモ

ハシビロガモ オナガガモ

ホシハジロ

じ ま ん

ホシハジロのオスは目が赤色。底にいるエビや
カニなどをとってたべるからせん水が上手なん
だ。

なまえのとおり、ひらべったいくちばしで水面
をくちばしですくいながらおよいでる。水の中
にいるプランクトンをこしてたべるんだ。

おでこがクリーム色の
ヒドリガモは、海そう
も大すき。

できることか
ら！

大切にしたいも
のがたくさんあ
るね！！

この「なると環境新聞」の創刊号

（一般大人むけ）を市役所や公民

館で配っています。

家族の人にもおしえてあげて

ね！！

次の号は春（４～５月頃）の予定

です。

なると市は自然が多く

て、空気や水もおいし

いし大すきです。

（中学生・女子）


